
平成３０年１０月３０日 

 

鳥羽市立海の博物館 館長について 

 

鳥羽市立海の博物館について、公益財団法人東海水産科学協会を指定管理者として運営

を行っていますが、総括責任者である館長について、この度指定管理者より下記のとおり、

選任の申出があり、承認いたしましたのでお知らせします。 

 

記 

◆館長 平賀 大蔵 

 

◆平賀氏 略歴 

  昭和 28年 9月 旧南島町生まれ 

 昭和 51年 3月 東海大学海洋学部卒 

 昭和 56年 4月 東海水産科学協会 海の博物館 入社 

         国指定重要有形民俗文化財指定調査・作業に携わる 

 昭和 60年 4月 「伊勢湾・志摩半島・熊野灘の漁撈用具」6879点が 

国指定重要有形民俗文化財指定を受ける 

 昭和 63年～   新海の博物館の文化財収蔵庫の設計建築、展示作業に携わる  

 平成 4年   鳥羽市浦村町に新海の博物館開館 

以来、三重県内の漁村をまわり漁具の収集や保存、調査に携わる。 

主な報告には、「三重県沿岸の藻場分布調査」、「熊野灘北部沿岸の烏賊 

釣り漁」、「三重県漁船の動力化の始まり」、などがある。 

現在、三重県海区漁業調整委員会委員、桑名市文化財審議委員会委員、 

三重県藻場干潟懇談会構成員 

 専門、三重県漁業史、漁村民具 

 

◆選任の理由 

  館長選任については、指定管理者である公益財団法人東海水産科学協会の理事会・評

議員会において話し合いが持たれ、新たな外部人員の招聘も含めて検討をしたが、最終

的には、同博物館に長く勤務し、収蔵資料、漁業への幅広い知識や地元漁業者との関わ

りを考慮し、同氏を選任するに至ったと聞いている。 

 

◆その他 

  公益財団法人東海水産科学協会については、平成 30年 10月 13日付で、理事長を 

石原真伊氏とし、登記変更を行った旨、報告を受けています。 

 

事務担当 

 教育委員会事務局生涯学習課 榎、田畑 

 電話 0599-25-1268   FAX 0599-25-1263 


